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レポートボックス １ー３　応用線形代数

1. 線形方程式系 Ax = bをGauss-Jordanの消去法もしくはGaussの消去法で解く場合，基本演
算を順次行う．特にAのある行にゼロでない定数をかけたり，Aの j行にAの i行のゼロでな
い定数倍を足した演算を行う．これらの２つ変換は線形方程式系Ax = bの左からある行列 P

とQをそれぞれかけることによって行うことができる．線形方程式系Ax = bが解を持ち，そ
の解が一意である場合，これらの２つの変換を逐次行って得られた線形方程式系Bx = cも同
じ解を持ち，一意であることを示せ．
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の行列が下三角行列であることをあらかじめ知らないとし，行もしくは列の交換（pivoting）を
することなくGaussの消去法を用いて解け．

3. 上記のようにあらかじめ線形方程式系の行列の情報（構造や疎性）がわからない場合，どのよ
うに対処したらよいか簡潔に記述せよ．

4. T はRnからRnへの線形写像であり，A ∈ Rn×nによって定められているとする．つまりx ∈ Rn

に対して T (x) = Axであるとする．

(a) T の値域 I = {T (x) | x ∈ Rn}に対して dim(I) ≤ dim(Rn) = nであることを示せ．

(b) Aに対する条件で dim(I) = nとなるために必要十分となる条件を示し，証明せよ．
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